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（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般財団法人

機能水研究振興財団（FWF）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産

業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産

業規格である。これによって，JIS B 8701:2017 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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次亜塩素酸水生成装置 

Hypochlorous acid water producing apparatus 

 

1 適用範囲 

この規格は，塩化物イオンを含む水溶液 1)を電気分解することによって，有効塩素を含有する水を生成

する定格電圧 250 V 以下の装置（以下，生成装置という。）について規定する。 

この規格は，次亜塩素酸水 2)を生成する装置（以下，次亜塩素酸水生成装置という。）及び水道電解水 3)

を生成する装置（以下，水道電解水生成装置という。）に適用する。ただし，この規格では特定農薬（特定

防除資材）4)を生成する装置及び医用電気機器（JIS T 0601-1 及び JIS T 2004）には適用しない。 

注 1) 塩化物イオンを含む水溶液とは，水道水など元々塩化物イオンを含む水又はそれに塩化物イオン

を添加したもの。 

注 2) 塩酸及び／又は塩化ナトリウム水溶液を電気分解することによって得られた水溶液。 

注 3) 水道水を電気分解することによって得られた水溶液。 

注 4) 農林水産省・環境省 告示第 2 号（平成 26 年 3 月 28 日公布）別紙 2 の次亜塩素酸水。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 0920 電気機械器具の外郭による保護等級（IP コード） 

JIS C 1102-2 直動式指示電気計器 第 2 部：電流計及び電圧計に対する要求事項 

JIS C 9335-1 家庭用及びこれに類する電気機器の安全性－第 1 部：通則 

JIS C 9335-2-207 家庭用及びこれに類する電気機器の安全性－第 2-207 部：水電解器の個別要求事項 

JIS H 4650 チタン及びチタン合金－棒 

JIS K 0050 化学分析方法通則 

JIS K 0116 発光分光分析通則 

JIS K 0121 原子吸光分析通則 

JIS K 0133 誘導結合プラズマ質量分析通則 

JIS K 0557 用水・排水の試験に用いる水  

JIS K 8001 試薬試験方法通則 

JIS K 8107 エチレンジアミン四酢酸二水素二ナトリウム二水和物（試薬） 

JIS K 8150 塩化ナトリウム（試薬） 

JIS K 8180 塩酸（試薬） 


